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研究成果の概要（和文）：ラオスの在来稲作水田には多様な草本植物が生育し、その多くは水田や周囲の湿地に
特異的に生育していた。住民は水田草本植物を日常的に野菜として採集利用するほか、都市近郊ではシソクサ、
ツボクサ、ドクダミを移植栽培していた。ラオスの在来稲作水田で草本植物の高い種多様性が維持される要因と
して、草本植物が水田環境に適応した生活史をもつこと、農薬使用や圃場整備が行われていないこと、イヌビエ
類などの強害草の少ないこと、農作業によって侵略的外来植物の生育が妨げられること、北部の山地と南部の平
野とで植生の異なることが考えられた。

研究成果の概要（英文）：A variety of herbaceous plants, growing predominantly in and around paddy 
fields, coexisted with traditional paddy rice cultivation system in Laos. Wild herbaceous plants in 
paddy fields were often gathered and utilized as vegetables, and some of them, Centella asiatica, 
Houttuynia cordata, and Limnophila geoffrayi were transplanted and cultivated in agricultural fields
 in suburban areas. Reasons for high plant species diversity in paddy fields under traditional rice 
cultivation are: adaptation of herbaceous plants’ life cycle to paddy field environment, not 
applying herbicides and pecticides, water environment similar to natural wetland, few noxious paddy 
field weeds such as Echinochloa spp., few invasion of alien plants, and the difference in paddy 
field flora between northern mountain area and southern plain area.

研究分野： 民族植物学

キーワード： 水田稲作　植物多様性　ラオス

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
アジアの棚田景観が世界農業遺産に登録されるなど、水田の多面的機能が再評価されている。水田生態系の主要
構成要素である草本植生の研究も行われているが、日本の水田草本植物の起源地とされる大陸部アジアの事例は
ほとんど知られていなかった。本研究では、ラオスの在来稲作水田において、農耕活動のもとで多様な草本植物
が生育し、それらは「雑草」として認識されるのではなく、野菜として日常的に採集利用され、さらに移植栽培
される場合のあることを明らかにした。本研究の成果は、二次的自然の管理やドメスティケーションの分野に新
しい知見をもたらすものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
環境保全のあり方を考える上で、人為の影響の及ばない原生自然の保護だけでは現実的でな

いため、農耕地や薪炭林など人間が作り出した環境が多様な生物を育む役割も重要視されるよ
うになった（e.g. Pimentel et al. 1992）。人間が主食を生産するために作り出した水田は、ア
ジアで広大な面積を占め、多様な生物を育む場として知られる（e.g. Heckman 1979）。近年、水
質汚染や埋め立てにより淡水湿地の環境改変が進み、多くの湿地生物の生育地が失われており、
人工の湿地である水田の役割が注目されている。東南アジアの水田には、希少種や有用種を含む
多様な植物が生育しているが、その植物相や生態に関する知見は限られている。日本の水田植物
の多くは大陸部アジアの原産（浜島・須賀 2005）であり、それらの原産地における生態は興味
深い。報告者はこれまで、東南アジアのラオスで、水田の野生草本植物の調査を行ってきた（e.g. 
Kosaka et al. 2006, Kosaka et al. 2013）。ラオスでは、水田の野生草本植物が、野菜として
日常的に採集され、家庭で消費されるだけでなく市場で販売され、また移植・栽培される事例も
確認された。そこで、これまでの研究を発展させる形で、東南アジアの水田植物相と地域住民と
の関わりを明らかにし、「雑草と共生する水田稲作」の現代的な評価を試みるという着想に至っ
た。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、ラオスの在来稲作水田において、草本植生、草本植物の生活史、草本植物の

利用と管理、周囲の土地利用と比較した水田の外来植物相を調査し、水田における植物多様性維
持機構を解明することである。 
 
３．研究の方法 
2016 年度から 2019 年度にかけて、ラオスにおいて下記の現地調査を行った。比較のためにベ

トナム南部メコンデルタにおいて広域調査を行った。そしてアジア各地の在来稲作や水田植物
相に関する文献調査を行った。 
 

（１）調査対象村の水田開墾の歴史と稲作様式の変遷について、村長や篤農家に聞き取り調査を
行った。また現在の稲作様式について、作期、水稲品種、耕起法、施肥法、除草法、農薬（除草
剤、殺虫剤、殺菌剤）使用の有無、用排水路の形状、刈跡放牧（ウシやスイギュウ）の有無、乾
季作の有無、収量、有用植物の利用・管理法に焦点を当て、聞き取りと観察を行った。 
 
（２）水田に生育する野生草本植物を季節ごとに記録した。同時に各種の発芽・開花・結実期間
を記録した。調査結果をもとに、野生草本植物が湛水、耕起、除草による攪乱にどのように適応
しているか、稲作様式によって植物相がどのように異なるかを分析した。 
 
（３）水田周囲の畑地、草地、林地で植生調査を行い、水田の植生と比較した。特に外来植物の
侵入に着目して分析した。 
 
（４）市場で販売される水田草本植物を調査した。また水田草本植物を移植・栽培する事例につ
いて、各地の篤農家に栽培法（種苗の入手先、種苗の選抜法、作期、作付面積、施肥法、除草法、
農薬使用の有無、収量）、栽培を始めた経緯、販売の有無、販売する場合の価格と販売先を確認
した。 
 
４．研究成果 
（１）農薬使用や圃場整備を行っていない在来稲作水田では、イネ科、カヤツリグサ科、アゼナ
科、ミソハギ科、アカバナ科など、水田とその周囲の湿地に特異的に生育する種が多く記録され
た。イヌビエ類などの強害草は少なかった。 
 
（２）水田の野生草本植物の生活史は、一年生と多年生ともに、水田環境に適応していた。草本
植生は、筆内、畦畔、水路の土手など、水田の微地形ごとに異なっていた。都市近郊の水田では
ウシやスイギュウの放し飼いが禁止され、郊外の村に預けられる事例もあり、水田植生への影響
が推察された。 
 
（３）水田周囲の畑地、草地、林地、河岸に優占するヒマワリヒヨドリ、シロバナセンダングサ
類、Mimosa pigra などの中南米原産外来植物は、水田の畦畔や水路の土手に一部生育するもの
の、筆内での生育は確認されなかった。これらの中南米原産外来植物は、毎年湛水と耕起が繰り
返される水田環境には適応していないことが示された。 
 
（４）ラオス各地の市場で、水田草本植物が栽培植物と並んで野菜として販売されていた。ツボ
クサ、デンジソウ、ドクダミ、コナギは主に単独で、イボクサ、キバナオランダセンニチ、コウ
ガイゼキショウなどは複数種が混ぜて販売されていた。またシソクサ、ツボクサ、ドクダミは庭
畑や水田を転換した畑で移植栽培も行われていた。 
 



（５）ラオスの在来稲作水田で草本植物の高い種多様性が維持される要因として、草本植物が水
田環境に適応した生活史をもつこと、農薬使用や圃場整備が行われていないこと、イヌビエ類な
どの強害草の少ないこと、農作業によって侵略的外来植物の生育が妨げられること、北部の山地
と南部の平野とで植生の異なることが考えられた。 
 
（６）本研究の成果は、二次的自然の管理と、ドメスティケーションの 2つの分野に位置づける
ことができる。アジアの棚田景観が世界農業遺産に登録されるなど、水田の多面的機能が再評価
され、水田草本植生の研究も行われているが、日本の水田草本植物の起源地とされる大陸部アジ
アの事例はほとんど知られていなかった。経済発展と人口増加により人里の環境が急速に変容
する東南アジアでは、人間が作り出した環境を活用することで、経済活動を伴う資源保全のあり
方が必要とされる。本研究では、ラオスの在来稲作水田において農耕活動のもとで多様な水田植
物が生育し、日常的に野菜として採集利用され、さらに移植栽培される場合のあることを明らか
にした。さらに環境・健康志向の高まる近年では、水田を生息地とするタガメ、コオロギ、カエ
ルなどの動物もまた、「自然」の食材として需要が高まり、養殖されるようになった。この状況
は、水田が「動植物のドメスティケーションの実験場」としての役割を果たしていることを示し
ている。本研究は、「雑草と共生する水田稲作」かつ「ドメスティケーションの実験場としての
水田」を環境創成学の視点から現代的な評価を加える試みであり、人間の営みにより長年維持さ
れてきた自然資源の持続可能な管理・利用を推進する「SATOYAMAイニシアティブ」（e.g. Takeuchi 
2010）に貢献し、二次的自然の管理やドメスティケーションの分野に新しい知見をもたらすもの
である。 

 
（７）今後の展望は、「緑の革命」から半世紀を経て、
アジアにおける水田稲作の役割の変化をふまえて、
水田環境の意義を考察することである。 
 
＊写真１．ラオス北部フアパン県サムヌア近郊の水
田景観。水田脇を流れる小川の上流を堰き止めて掛
流し灌漑する。農薬の使用や圃場整備は行われてい
ない。筆」内、畦畔、水路の土手とで、植生が異な
る。野生有用植物のほか、魚、カエル、タニシ、水
生昆虫、カニが採集される。ナイルティラピアの稚
魚を放して養魚を行う人もいる。 
 
＊写真２．ラオス北部フアパン県の市場で販売され
ていた水田草本植物。写真左上から時計回りに、チ
ドメグサ、ツボクサ、キバナオランダセンニチ、セ
リ、ウシハコベ、タデの仲間、タネツケバナの仲間、
ナガエツルノゲイトウ、メヒシバ、オオバコエンド
ロ、ゲンゲ、イボクサ、スミレの仲間、ナンヨウミ
ズアオイ、コウガイゼキショウ、ハハコグサの仲間、
デンジソウ、キキョウ科の一種、トキワハゼの 20種
が混ぜて販売されていた。 
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